

第3章　ネットフリックス急成長の仕組み
　ネットフリックスの快進撃が続いている。アメリカで行われた同社の2019年第4四半期決算発表によると、ネットフリックス有料会員数は1億6700万人を超え、そのうちの1億人以上が米国以外のユーザーだという。
　急成長の裏側で、ネットフリックスがひそかに力を入れている機能があることをご存知だろうか。それはアクセシビリティ機能だ。聞き慣れない言葉だろうが日本国内では厚生労働省が「アクセシビリティ＝年齢や身体障害の有無に関係なく利用できること」と定義している。そのように障害のある人でも不便なく動画を視聴できるようにする工夫にネットフリックスが力を入れているということだ。国内で多数存在する動画ストリーミングサイトの中で比較をしても、ネットフリックスはこの点において最大級の配慮を行っている。具体的な紹介をする前に、どうしてネットフリックスがそこまでアクセシビリティの向上に力を入れるようになったのかを掘り下げる。現在日本国内には「障害者差別解消法」が存在する。これは国が障害者に対する不当な差別的扱いを禁止した法律だが、行政機関には「合理的配慮の提供」が義務付けられたのに対し、民間企業に対しては罰則のない努力義務を課すに留まっている。アメリカには障害を持つ人がアメリカ社会に完全に参加できることを保証した「障害をもつアメリカ人法」という法律があり、この法律に基づき年々Wedアクセシビリティに対する訴訟が増加している。アクセシビリティ確保に対して義務が発生するアメリカでは、こういった対応が不十分だった場合に利用者からのクレームが入ることがあり、その際には必ずサービスの改善を行わなければならない。
　現在日本国内のネットフリックスでは、主に音声ガイド機能とクローズドキャプション機能を利用することができる。音声ガイド機能については知らない人も多かったとおもうが、例えば運転中でも作品を視聴したい場合にこの機能を用いると画面をみる危険性なく作品を楽しめるなど、障害者でなくとも便利に使える機能でもある。また、現在すでに多くの利用者に愛用されているクローズドキャプション機能も、難しい単語が飛び交う専門性の高い題材を扱った作品を視聴する際などに利用すると作品への理解がさらに深まるだろう。
3-1　強みはどこにあるか
　ネットフリックスの最大の強みは「オリジナル作品」だ。ネットフリックスといえば何と言っても独占配信のオリジナル作品が魅力だ。ネットフリックスの最初オリジナル作品は2013年の「ハウス・オブ・カード野望の階段」から始まった。それから、エミー賞を受賞した数々のヒット作を生み出してきた。また、ネットフリックスのオリジナル作品はドラマだけでなく、劇場公開が困難とされた作品の配給権を買い取ることで公開を実現してきた。このようにネットフリックスでしか見れないオリジナル作品が魅力のため従来のテレビや劇場とはまた違う映像作品の新しい公開の場としても利用されている。他にもネットフリックスの強みはある。「世界展開」だ。
ネットフリックスは2019年12月時点で190ヶ国以上で利用できる。NETFLIXの会員数は2020年7月時点で世界で1億9300万人以上となっている。日本では2020年9月時点でおよそ500万人が利用している。そして、ネットフリックスではオリジナル作品が配信される時は世界同時公開されるのだ。このようにネットフリックスは世界展開に力を入れていて、オリジナル作品が世界同時公開されることも強みとなっている。
3-2　ビジネスモデルからみるネットフリックス
　ネットフリックスのビジネスモデルは非常にシンプルなサブスクリプションベースで構成され、テレビドラマ、映画、バラエティー番組のストリーミングサービスを見放題で提供している。サブスクリプションプランは3つ。ベーシック、スタンダード、プレミアムだ。メンバーシップの増加は、コストの増加も意味している。メンバーシップ獲得のために、同2年間でネットフリックスはコンテンツに3億3540万ドルの費用をかけている。しかし、営業貢献利益は37％と高い利益率を確保している。営業貢献利益とは、本業での売り上げからコストを差し引いた利益のことで、ネットフリックスがストリーミングサービスによって高い利益率を保てるビジネスモデルであることがわかる。
　ネットフリックスのインターナショナルセグメントは、2017年にドメスティックセグメントと同じくらいに成長し、2020年のメンバーシップ数は、ヨーロッパ・中東・アフリカで6670万人、南米で3758万人、アジアで2549万人にまで成長している。こちらも、メンバーシップ獲得のためのコストはかなりかけており、2015年から2017年には約1億ドルのコンテンツコストの増加を計上している。営業貢献利益に着目してみると、2017年の利益率は4％、2016年は利益率がマイナスとなっている。これは、メディア業界におけるグローバル化によくみられる現象で、ユーザー獲得コスト増と現地の文化理解に時間を要するために一時的に利益獲得が困難となる。ネットフリックスのビジネスモデルは、真新しいアイデアではない。ビジネスモデルに関して私たちはイノベーティブという表現をよく使うが、実際には真新しいビジネスモデルのアイデアは中々生まれない。イノベーションとは、現存するビジネスモデルを新しい市場や業界に適用することで生まれるのだ。ネットフリックスは新作調達では大手企業にかなわないため、旧作の保有力と発掘・推奨に重きを置きデジタル技術を活用する。また、高精度のリコメンド機能を付けて「旧作から作品を探し出す」ペインを和らげ、旧作中心の品ぞろえを確実に得られる予想外の喜びという利得に変えたのだ。オンラインゆえに無限の在庫を選択肢にできるセオリーをビデオレンタルに適用したのだ。

　

岡山商科大学経営学部商学科卒業論文　田中潔ゼミ　2021(令和３)年度　- １ -

